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中間期業績予想（連結・単体）の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17 年２月 15 日の平成 16 年 12 月期決算発表時に公表いたしまし

た平成 17 年 12 月期（平成 17 年１月１日～平成 17 年 12 月 31 日）の中間期業績予想（連結・単体）を

下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 

１．平成 17 年 12 月期 連結中間期業績予想数値の修正（平成 17 年 1 月 1日～平成 17 年 6 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 前回発表予想（Ａ）  36,500 250 150 △200 

 今回修正予想（Ｂ）  35,810 △470 △520 △1,000 

 増 減 額（Ｂ－Ａ）  △690 △720 △670 △800 

 増  減  率（％）  △1.9 - - - 

前期（平成 16 年中間期）実績 36,159 △295 △337 △1,923 

 

２．平成 17 年 12 月期 単体中間期業績予想数値の修正（平成 17 年 1 月 1日～平成 17 年 6 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 前回発表予想（Ａ）  33,000 150 100 △400

 今回修正予想（Ｂ）  31,370 △670 △690 △1,040

 増 減 額（Ｂ－Ａ）  △1,630 △820 △790 △640

 増  減  率（％）  △4.9 - - -

前期（平成 16 年中間期）実績 32,354 5 7 △1,090

 

３．修正の理由 

（１）連結業績 

 主として単体の業績修正の影響により修正するものであります。 

（２）単体業績 

 長引く個人消費の低迷、茶系飲料を中心とした新製品の投入競争激化に加え、５月の天候不順な

どにより販売数量が伸び悩み、売上高・利益の減少を経費の削減で補うべく努めましたが、売上高

（1.9％減）、営業利益、経常利益、当期純利益とも当初の予想を下回る見込みのため上記のとおり

修正いたします。 

 なお、平成 17 年 12 月期（平成 17 年１月１日～平成 17 年 12 月 31 日）の通期業績予想（連結・

単体）につきましては、８月 26 日に予定しております中間決算発表時にお知らせする予定です。 

 

以  上 


